


　
当
院
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
、
近
隣

の
地
域
住
民
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
ご
愛
顧
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
8
月
よ
り
、
杏
林
大
学
医
学
部
付
属

病
院
で
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
病
院
長
を
務

め
て
お
り
ま
し
た
、
市
村
正
一
医
師
が
院
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
院
は
、
１
９
５
２
年
8
月
、
中
野
区
本

郷
通
り
︵
現
弥
生
町
︶
に
立
正
佼
成
会
に

よ
り
開
設
さ
れ
、
今
年
で
70
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
長
い
歴
史
の
中
で
様
々
な
変
化
を
迎

え
ま
し
た
が
、
設
立
当
初
の
基
本
理
念
は
、

70
年
後
の
現
在
も
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

市
村
正
一
院
長
を
は
じ
め
と
し
た
新
体
制
の

も
と
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
患
者
さ
ん

の
立
場
に
立
っ
て
診
療
す
る
こ
と
が
出
来
る

人
間
性
豊
か
な
医
療
の
提
供
、
お
よ
び
医
療

従
事
者
の
育
成
に
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
医

療
の
発
展
、
地
域
の
貢
献
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
お
よ
び
関
係
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

1.「からだ」・「こころ」・「いのち」を一つとみて、質の高い安全な医療を実践します。

2.患者さんと家族に信頼され、地域で喜ばれる病院を目指します。

3.教育病院として良き医療従事者を育成します。

4.誇りと願いをもち、温かいふれあいを実践します。

基
本
方
針

「真
し ん

観
か ん

」 正しくみて 正しく手当てする

佼成病院の理念

当
院
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
、令
和
４
年
８
月
よ
り
、

市
村
正
一
医
師
が
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

お 知 ら せ

　
今
号
で
は
、市
村
正
一
院
長
に
佼
成

病
院
の
特
徴
や
今
後
の
取
り
組
み
、医

師
と
し
て
の
思
い
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
特
集
は
次
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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佼
成
病
院
で
働
く
医
師
達
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

普
段
は
聞
け
な
い
、さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
院
は
杉
並
区
の
端
に
位
置
し
、中
野

区
、渋
谷
区
、世
田
谷
区
に
隣
接
し
た
エ

リ
ア
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、杉
並
区
に

は
総
合
病
院
が
少
な
く
、中
央
線
を
挟
ん

だ
以
南
で
は
、総
合
病
院
は
当
院
の
み
と

な
り
ま
す
。
は
じ
め
に
、こ
う
い
っ
た
地

理
的
な
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

杉
並
区
は
小
児
病
棟
が
非
常
に
少
な
い
の

も
特
徴
で
す
。
当
院
で
は
一
般
病
床
の
ほ

か
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、緩
和
ケ
ア
病

棟
、小
児
病
棟
を
設
置
し
て
、地
域
の
医

療
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
貢
献
で
き
る
よ
う

な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、当
院
は
杏
林
大
学
病
院
の
教
育

関
連
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
私
も
含
め
て

杏
林
大
学
と
の
関
係
が
非
常
に
深
く
、基

本
的
に
は
各
診
療
科
の
医
師
は
杏
林
も
含

め
て
大
学
病
院
か
ら
の
派
遣
で
す
。
そ
の

た
め
大
学
病
院
と
診
療
面
で
密
接
に
連
携

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
病
院
は

敷
居
が
高
い
と
考
え
て
い
る
方
に
も
、当

院
で
は
か
な
り
専
門
性
の
高
い
疾
患
に
も

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、安
心

し
て
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

は
じ
め
に
佼
成
病
院
の
特
徴
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1980年慶應義塾大学医学部卒業。2003年か
ら杏林大学医学部助教授、教授、副院長、病院
長を経て、2022年より現職。日本脊椎脊髄病
学会の認定する脊椎脊髄外科指導医でもある。

一
般
病
床
だ
け
で
は
な
い
、

地
域
医
療
に
貢
献
し
た

身
近
な
病
院
を
目
指
し
て
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康
管
理
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
を
更
に
活
用
し
て
、
今
後
は
予
防
医
学

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

当
院
が
ど
ん
な
機
能
と
設
備
を
持
ち
、

ど
の
よ
う
な
医
師
が
い
る
病
院
か
、
地
域

の
方
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
一
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
M
Ｒ

Ｉ
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
、
大
学
病
院
で

す
と
予
約
に
一
週
間
以
上
か
か
る
よ
う
な

検
査
で
も
、
当
院
で
は
比
較
的
す
ぐ
に
、

場
合
に
よ
っ
て
は
当
日
に
対
応
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
て
、
気
軽
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
の
訴
え
を
よ
く

聞
く
こ
と
、
そ
れ
か
ら
診
察
す
る
。
順
序

立
て
た
診
断
が
不
要
な
検
査
を
な
く
し
、

正
し
い
治
療
に
繋
が
り
ま
す
。
当
院
の
理

念
「
真
観
」
は
仏
教
の
言
葉
で
す
が
、「
正

し
く
み
て
、
正
し
く
手
当
て
す
る
」
と
い

う
意
味
で
す
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
す
ね
。

　
当
院
は
大
学
病
院
と
は
違
い
ま
す
か
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
、
地
域
に
貢
献
す

る
病
院
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
救
急
患
者
さ
ん
の
受
け
入

れ
で
す
。
現
在
も
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

区
を
跨
い
だ
救
急
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
な
の
は
、
小
児
救

急
で
す
。
当
院
の
特
徴
で
も
お
話
し
ま
し

た
が
、
杉
並
区
は
小
児
病
棟
が
非
常
に
少

な
い
で
す
。
当
院
は
、
今
年
の
4
月
か
ら

24
時
間
体
制
で
小
児
救
急
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
ま
し
た
が
、
地
域
に
貢
献
す
る
意

味
で
も
、
小
児
救
急
に
更
な
る
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
次
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
地
域

包
括
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
有
効
活
用

で
す
。
在
宅
医
療
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
に
は
健

　
私
も
そ
う
し
た
神
経
を
扱
う
脊
椎
外
科

の
指
導
医
で
す
が
、
実
は
整
形
外
科
で
は

脊
椎
の
疾
患
が
一
番
多
い
で
す
。
外
傷
も

あ
り
ま
す
が
、
慢
性
疾
患
、
例
え
ば
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊
柱
管
狭
窄
症
、
最
近
は

骨
粗
鬆
症
に
よ
る
椎
体
骨
折
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
治
療
に
、
昔
は
長
い
時

間
が
必
要
で
し
た
が
、
現
在
で
は
軽
微
な

手
術
で
改
善
で
き
る
症
例
が
増
え
、
日
進

月
歩
の
技
術
の
進
化
が
見
え
る
分
野
で
も

あ
り
ま
す
。

　

正
し
い
診
断
と
正
し
い
治
療
で
す
ね
。

患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
症

状
な
の
か
、
正
し
く
治
療
す
る
た
め
に
は
、

正
し
く
診
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
学
生
に
講
義
を
す
る
と
き
に
は
、

「
頭
と
内
臓
を
除
い
た
体
の
全
て
を
診
療

範
囲
に
し
て
い
る
よ
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
簡
単
に
い
う
と
運
動
器
を
扱
う
外
科

が
整
形
外
科
で
す
。
例
え
ば
関
節
や
背
骨

な
ど
、
運
動
器
の
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
に

分
か
れ
て
診
療
さ
れ
ま
す
。
外
科
と
い
っ

て
も
外
科
的
な
治
療
だ
け
で
な
く
、
内
科

的
な
保
存
治
療
も
お
こ
な
い
ま
す
し
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
、
非
常
に
幅
広
い
範

囲
を
対
象
に
し
た
分
野
で
す
。

　
日
本
で
は
、
首
か
ら
下
の
頸
椎
、
胸
椎
、

腰
椎
の
神
経
系
統
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い

る
医
師
の
90
％
は
整
形
外
科
出
身
の
医
師

達
で
す
。
そ
れ
は
、
神
経
を
守
る
「
骨
」

「
筋
肉
」
を
扱
っ
て
い
る
の
が
整
形
外
科

だ
け
だ
か
ら
で
す
。

最
後
に
患
者
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

佼
成
病
院
の
今
後
の
理
想
と
す
る

姿
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

先
生
の
専
門
で
あ
る
整
形
外
科
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

医
師
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？

TSUNAGU−2022.11 4



新型コロナウイルス感染症の療養期間と
当院の診療体制について

　報道等でご存知の通り、9月7日付けで厚労省より新型コロナウイルス感染症
（以下、コロナ）の療養期間短縮が発表されました。一方で、コロナウイルス
の感染力は従来と同じで、国の解除基準である発症から8日目であっても16%
程度は感染力があるとされています。
　当院では、科学的な見地と患者さんの健康を守る病院施設としての役割から、
コロナに感染された患者さんの療養期間を従来の国の方針に準じることとし、
下記のように対応して参ります。ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上
げます。

　受診について悩まれた場合は、先ずはお電話にてお問い合わせください。直接来院され
た場合は適切な対応ができないことをあらかじめご了承ください。

佼成病院 院長

当院で通常の診療を希望される方は、
上記の解除後に受診可能となります。

入院療養・自宅療養に関係なく、発症日を起算日（ゼロ日目）
として10日間経過し、かつ、症状が軽快している場合

➡ 11日目に解除
＊コロナ症状とは、発熱、のど痛、咳、だるさ、おなかの症状、などを指します。
＊10日経過しても症状が軽快していない場合は、その症状が軽快後、3日

経過した場合に解除となります。その際は合計2週間程度の療養期間を
見込んでください。

検査を受けた日を起算日（ゼロ日目）として無症状が7日間
継続した場合 

➡ 8日目に解除
＊厚労省や都が示す5日目あるいは6日目の陰性確認は実施しません。

症状がある方

無症状の方

佼成病院 患者サービス室内 利用者相談問い合わせ先

コロナ療養期間 【佼成病院】
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　　  高いところに
　　  手を伸ばすとき

豪雨災害のニュース映像で、家の屋根や電信柱にしが
みついて救助を待つ人の姿を見たことはありませんか？
　災害時において、これは決して人ごとではありません。
日頃から自分の命を守る技を身に付けておくことが大切
です。

例えば、より高いところに手が届くクライミング法。
腕を下から上に伸ばすのではなく、オランウータンのよ
うに横から上げるだけで、通常より高く手が上がるよう
になります。ただし、肩が凝り固まっていると上がらな
いので、日頃からストレッチなどで肩をほぐしておきま
しょう。

ポイントは、利き手の「手の甲を上にして」相手の首の
下に通すこと。こうすると、自然と腕の力よりも強い体
幹の力を引き出せるようになって、軽い力で起こすこと
ができるのです。

なお、起こす前に意識の有無を確認し、負傷していない
か、痛いところはないかを聞いてからに。損傷箇所によっ
ては動かさないほうがよい場合もあります。災害時の救
出法は、自治体の防災訓練や講座に参加してマスターし
ておくとよいでしょう。

　　  倒れた人を起こすとき

腕力がなくても倒れた人を起こす古武術の技を身に
付けておくと、災害時に人を救出する際も、あわてずス
ムーズに行えます。

古武術を使った救出技

自身の被災体験とアウトドアの知識・経験を生かし、全国で年100回以上の講演活動を展開。大人から子供まで、毎日の
生活から楽しく取り入れられる防災・非常時の実践的な知恵や提案などが口コミで人気に。webマガジン「リスク対
策.com」にて好評連載中。著書に『りすの四季だより』（新建新聞社）。

アウトドア防災ガイド
あんどう りす監修

体を動かす秋に身に付けたい
災害時に役立つテクニック
自分の体の動かし方一つで身を助ける方法や、
古武術を使った救助法をご紹介します。

暮らしの防災

すぐに役立つ

防災の
知恵袋

知恵袋

知恵袋
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赤ちゃんが軽くなる抱っこ技

「オランウータン技」
「はい」と
手を垂直に
上げる

オランウータンのように
手を横から
上げる

高いところに
手が届く！！

肩の骨以上には手
が上がらない

肩の骨ごと上に上がり、そ
の分、手の位置が高くなる

※ ２人以上で行うと、体重の重い人も軽く起こせる。

★利き手が右手の場合

床についた左手と左足を基
点に、自分の上体を相手の足
元側に傾ける

右手の甲を上にする

相手のおへそ
の上を通って
向こう側の床
に左手をつく

相手と自分の
位置が90度

赤ちゃんの
足はおなか
に沿ってM
字に開脚

赤ちゃんの
体の最下
部は、おへ
そより上に

両手を最初は「きつね
の手」に。手の力を使
わず抱っこできたら、
手首から先だけ内側
に返す（見た目が自然
な抱っこになります）

影絵の「きつねの手」に
すると、手や腕の力が
入らず、体幹を使って
楽に抱っこができます。



毎月行っている、新人研修の様子

新人看護師の活躍
今春入職した24人の新人看護師たち。看護師と
なってあっという間の6か月でしたが、みんな感
性が豊かで、自分の意見をしっかりと持って仕事
に臨んでいます。
新人同士で集まった際には患者さんに対し、自分
たちはなにができるのか？どうすれば患者さんにとっ
て一番いいのか？そんなことをよく話し合い、日々、
学びと成長を続けています。

　当院は、病院として初めて建物内のサイン（マーク）が全てCUD対応になっているこ
とが評価され、NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構から CUD マークの許諾を受
けました。色覚タイプの違いを問わず、より多くの人に利用しやすい製品や施設・建築
物、環境、サービス、情報を提供するという考え方を「カラーユニバーサルデザイン（略
称 CUD）」と言います。 当院では、色覚に不安を持たれる方に配慮し、美意識や感覚に
訴える「色彩」、情報伝達手段としての「色」、利用者あるいは受け手の「色覚」を融合
したデザインを総合案内などのサインに用いています。

● 出来るだけ多くの人に見分けやすい配色を選ぶ。

● 色を見分けにくい人にも情報が伝わるようにする。

● 色の名前を用いたコミュニケーションを可能にする。

当院のご案内

CUD マークについて

カラーユニバーサルデザインの3つのポイント
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β-カロテンの含有量はほうれん草、小松菜
より多いのが特徴。緑の色素はクロロフィ
ルで抗酸化作用があります。独特の香りは、
胃腸の働きを活発にするといわれています。

春菊
酢を使うことで、味にアクセントがつきます。
バルサミコ酢（ぶどうの果実酢）は、ほのか
な酸味とコクがあり、料理の風味づけにも、
一役買います。

バルサミコ酢

健康な体をつくる食事づくりのカギは、栄養バランス＆減塩。
食材に含まれる栄養素の知識や上手な減塩のコツを身に付けつつ、
おいしく食べて健康になりましょう。

◉料理制作・監修

岩﨑啓子（管理栄養士）
撮影：原ヒデトシ
スタイリング：宮澤由香健康な体をつくる食事づくりのカギは、栄養バランス＆減塩。

家族の ごはん
健康な体をつくる食事づくりのカギは、栄養バランス＆減塩。

ご

管理栄養士・料理研究家。栄養学に基づいたバランスのよい料理、手軽でおいしい、実践的な家庭料理に定評がある。雑誌、書籍、メニュー開発など
幅広く活躍中。著書は『ゆる「糖質＆塩分」オフ！おつまみおかず』『作りおきでカンタン！おいしい！やせごはん』(ともに、日本文芸社)など多数。

岩﨑啓子 いわさきけいこ

エネルギー
224kcal
 塩分 1.2ｇ

1人分　

お
弁
当
に
も
ぴ
っ
た
り

玉ねぎ  
片栗粉  
春菊  
れんこん
鶏ひき肉
卵  
塩  
こしょう 
サラダ油 
　　バルサミコ酢 
　　しょうゆ  
　　砂糖
大根おろし   

材料（２人分） 作り方
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1/8個
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小さじ１
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .50g
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .50g
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .150g

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1/2個
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小さじ1/5

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .少々
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小さじ１

. . . . . . . . . . . .小さじ１
. . . . . . . . . . . . . . . . . .小さじ１

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小さじ1/2
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .80g

❶玉ねぎはみじん切りにして片栗粉と混ぜ
合わせる。春菊はさっとゆでて細かく刻
む。れんこんも細かく刻む。

❷ボウルにひき肉、卵、塩、こしょうを入れ、

Ａ

粘りが出るまで混ぜる。①を加えてさら
に混ぜ、６等分にして丸く平らに形を整
える。

❸フライパンにサラダ油を熱し、②を並べ
る。ふたをして中火で１～２分、弱火に
してさらに３分ほど焼き、ひっくり返し
て裏面も同様に焼く。

❹火を止め、混ぜ合わせたAを加え、③と
絡める。器に盛り、水気を切った大根
おろしを添える。
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